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宮澤 慶行，井上 雅晴，大竹 伸明
関原 哲夫 （日高病院 泌尿器科）
72歳女性. 2009年 6月に前医にて左腎細胞癌
cT1bN0M0の診断で後腹膜腔鏡視下左腎摘出術を施行
された. 摘出腎の病理は淡明細胞癌, pT1bであった.
2010年 6月に左腎摘出部に再発を認めた. IFNαを開始
したが食思不振の副作用が強く中止となった.分子標的
薬治療を勧められたが投与を拒否され,当院に免疫細胞
療法,放射線治療目的で紹介となった.再発腫瘍による
と思われる腹痛を認め,疼痛緩和, QOLの維持に主眼を
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